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Ⅰ．研究目的

【研究目的】
児童生徒の個のニーズに応じた支援を系統立ててできる指標を作成する為の指導・支援方法の実践検討

【これまでの研究】
 補足的支援という観点

⇒LDへの支援であるRTIモデルより援用（図１）

 音楽表現の活動プロセスの定義（図２） 等

Ⅲー１．【第１研究】
器楽指導における支援譜を用いた補足的支援の実践検証

 対象：小学部（S-M社会生活能力検査３歳７ヶ月～６歳10ヶ月のグループ）

 活動目標：器楽合奏を行事で披露

 演奏曲：『オーラリー（作曲：G.R.プルートン）』

 使用楽器：鍵盤楽器（キーボード、オルガン）

 使用楽譜：色箱楽譜（図３）
 山出(2020)を基に作成

 「おんがく☆☆☆特別支援学校小学部知的障害者用」より色指定（図４、５）

 結果
 教師のことばかけと説明後、練習しメロディを演奏できた
 行事本番、教師のピアノ伴奏に合わせメロディを演奏できた

 支援譜に関する検討
 昨年度の実践も含め、小学部～高等部まで様々な生活段階の子

どもたちに対し有効な支援であると考えられる
 細かいリズム表記が難しく、作成方法も含め今後も検討が必要

Ⅲー２．【第２研究】
レコーディングによる歌唱指導の補足的支援としての有用性の検討

 対象：中学部・高等部（２グループ）

 活動目標：校歌斉唱用動画作成

 演奏曲：本校校歌「すくすくのびる」

 活動方法：DAW（Digital Audio Workstation）を用いて録音

 使用音源：ピアノ伴奏、教師による範唱

 結果
 式典等で使用する校歌の音源を作成できた

 範唱を聴き自身の歌唱の音程を調整する生徒がいた
• 範唱音源の効果（山田他 2018）
• 聴覚的な支援が有用な生徒に対して効果的と推察
• アセスメントツールとしての効果も期待できる

 歌わない生徒の存在
• 新しい活動に対する不安感と歌唱に対する苦手意識

⇒苦手な生徒への指導と配慮が必要
• 音痴意識の原因が音楽科教育である可能性（小畑 2005）

⇒できない経験を減らすために早期支援が重要

 DAWを使用する効果
 歌唱データを視覚的に評価できる

• マイクを使用した歌唱指導の評価が可能か

Ⅳ．考察
 第１研究：細かいリズムへの対応等検討が必要
 第２研究：次年度も検討を続ける
 ICTの利活用がどちらの研究においても鍵となる
⇒GIGAスクール構想による一人1台のICT端末

 新しい時代に求められる音楽科教育を今後も検討

Ⅱ．研究方法（対象）

【第１研究】器楽指導における支援譜を用いた補足的支援の実践検証：小学部での器楽指導（小学部児童）

【第２研究】レコーディングによる歌唱指導の補足的支援としての有用性の検討：校歌指導（中・高の生徒）

第1段階 80%
全ての子どもに対する支援

第2段階 15%
全体での補足的支援

第3段階 5%
個別の支援
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図２ 松田（2020）

図４ 星本での表記

図５ 本校での規定

図３ オーラリー支援譜
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